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《 北米産大豆 》 

１８／１９年 世界及び米国大豆生産予測・需給予測 

 米国農務省が１２月１１日発表した、１８／１９年度の世界大豆生産・需給予測によれば、

ブラジルでの増産を反映し、生産量は前回比０.５％増の３億６，９２０万トンとなりました。 

期初在庫の上方修正と生産量の増加に加え、需要量の減少により、期末在庫は前回比２.９％

増の 1億１，５３３万トンと上方修正になっています。 

  

また、同日発表された米国大豆生産・需給予測では、生産量、供給量共に前回から据え置き、

さらに需要量も据え置かれたことで、期末在庫も前回並みとなりました。 

 

１８/１９年産 世界大豆生産・需給予測 

生 産 量 ３億６，９２０万ｔ （対前年比     ８.８％増） 

消 費 量 ３億５，１５３万ｔ （対前年比     ４.６％増） 

期末在庫量 １憶１，５３３万ｔ （対前年比    １３.８％増） 

期末在庫率 ３２.８％      （対前年度差 ２.７ポイント増） 

１８/１９年産 米国大豆生産・需給予測 

生 産 量 １億２,５１８万ｔ （対前年比     ４.３％増） 

消 費 量 ６，００８万ｔ   （対前年比     １.９％増） 

輸 出 量 ５，１７１万ｔ   （対前年比    １０.８％減） 

期末在庫量 ２，６００万ｔ   （対前年比   １１８.１％増） 

期末在庫率 ２３.３％     （対前年度差 １３.１ポイント増） 

 

 

〇１８年産カナダ大豆生産、収穫面積が減少 

 カナダ統計局がこのほど発表した１８年産カナダ大豆の生産量予測によれば、前年産比 

５．８％減の７２７万トンと見込まれています。 

 平均単収は前年より増加見通しですが、収穫面積が史上最高だった前年から１３．５％減の

６３０万エーカーに縮小したことが生産量減少の要因となっています。 

 州別では、オンタリオ州の生産量は４２０万トンで２ケタ増の見通しとなっているものの、 

マニトバ州では夏場の高温乾燥天候の影響もあり、生産量は３０％近い減少となる１６０万ト

ンと予測しています。 
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《 国産大豆 》 

〇平成３０年産国産大豆、前年産比１２％減の１７．６万トンを計画 

 ＪＡ全農と全集連はこのほど、３０年産大豆の集荷・販売計画をまとめ、農水省に報告しま

した。それによると集荷計画数量は、ＪＡ全農と全集連分を合わせて、前年産比１２％減の 

１７万５，８５６トンを見込んでいます。 

 北海道や西日本を中心に台風などの天候被害で集荷量が減少傾向にあることに加え、２９年

産の集荷量が堅調だった反動により２ケタ減となっていますが、２８年産と比較すると５％減

にとどまります。 

 ＪＡ全農の主要品種では、北海道のとよまさりが前年比７５％、ユキシズカが前年比８２％

と天候の影響に加えて、前年産の集荷量が堅調だった反動で、大幅な減少となっています。 

 一方で作付拡大が続く里のほほえみや前年産がやや不作だったリュウホウ、ミヤギシロメは

増加しています。 

 

〇平成３０年産国産大豆入札情報 

 平成３０年産国産大豆で初回となる１２月の入札結果が、日本特産農産物協会より発表され

ました。 

それによると、上場数量２，３３８トンで、落札数量が１０５９トン、落札率は４５％とい

う結果となりました。平均落札価格は、６０ｋｇ／７，９９３円となり、２９年産の入札終盤

と比較すると、６０ｋｇ／２００円ほど下落しました。 

また３０年産播種前入札平均価格８，２５４円からは２６０円ほど下落しました。 

 普通大豆の銘柄別では、北海道とよまさり７，９４７円、青森おおすず７，８５５円、岩手

リュウホウ７，８２０円、秋田リュウホウ８，３８０円、新潟里のほほえみ７，８８２円、 

富山エンレイ９，０１０円となりました。 

 ３０年産は当初の生産計画から、減産見通しとなっていますが、それでも１８万トン近い集

荷見込となっているため十分な供給量だと思われます。そのため通常であれば前年比 1割の減

産はインパクトがありますが、落札価格を上げる要因としては弱いと考えられたのではないで

しょうか。ただ一部地域の品質を懸念する声もあり、品種によっては上位等級の確保が難しく

なることも予想されるため、地域や品種によって落札率や落札価格に差が生じる可能性があり

ます。今後の入札動向に注目です。 

 

     入札月     上場数量     落札数量      落札率              

  １８年 １２月   ２，３３８ｔ     １０５９ｔ     ４５％  

                                                 

    合 計    ２，３３８ｔ     １０５９ｔ     ４５％ 

 


